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小学校で実施されている地層形成実験は適切か？  

　小学校学習指導要領によれば，小学校第６学年の「土地のつくりと変化」の学習では、「土地は、礫、砂、泥、火山灰、岩石か

らできており、幾重にも層状に重なって地層をつくっているものがあることをとらえるようにする。」、「地層が流れる水の働きに

よってつくられたものであることをとらえるようにする。」とある。このことから、小学校における地層形成実験において観察させ

たい地層は、「流水の働きで形成される礫・砂・泥からなる、層状を示す地層」ということになる。	
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１．小学校第６学年の地層の学習で示されるべき地層は「流水の働きで出来る礫・砂・泥からなる地層」	


２．教科書で扱われている実験	

　教科書で扱わ	
  
れている地層形	
  
成実験は、水槽	
  
などの容器にた	
  
めた水の中に雨	
  
樋を用いて礫・	
  
砂・泥を流し込ん	
  
で地層を形成さ	
  
せるもの（タイプ	
  
Ａ），水槽などの	
  
容器にためた水の中に礫・砂・泥を直接流し込んで地層を

形成されるもの（タイプＢ），礫・砂・泥と水を入れて密閉した

容器を振って地層を形成させるもの（タイプＣ）に分類できる

（右上図）。タイプＡは、水槽中に傾斜板を設置していないタ

イプＡ-­‐１と傾斜板を設置しているタイプＡ-­‐２に分類できる。	
  

　 教科書で扱われている地層形成実験は、小学校で示したい流水

（通常流）による実験ではない。タイプＡの実験で形成される地層は

堆積物重力流による地層形成実験であり、タイプＣの実験は砕屑

粒子の沈降にともなう分級作用による実験（級化層理を形成させる

ための実験）である。	
  
　 右の表は、地学教育に関わる論文で扱われている実験について、

それらがどのような流れの種類・形成メカニズムに関わる実験なの

かについてまとめたものである。	
  
　小学校で扱われている流水（通常流）による実験はタイプＥ、Ｆ、Ｇ、

Ｈの実験である。タイプＩ、Ｊ、Ｋの実験はいずれも波による実験であ

り、小学校理科では扱っていない。	
  
　 小学校で扱っている流水（通常流）による実験（タイプＥ、Ｆ、Ｇ、

Ｈ）で、小学校理科の実験で観察させたい地層 （礫・砂・泥からなる

層状を示す地層）を形成させているものは見当たらない。	
  
　以上のことから、小学校第６学年の地層の学習において実施する

のにふさわしい地層形成実験、すなわち、流水（通常流）のもとで、

礫・砂・泥からなる層状を示す地層を形成させることができる実験

の開発が必要である。	
  

４．教科書の実験は流水による実験ではなく、堆積物重
力流、もしくは、砕屑粒子の沈降にともなう分級作用によ
る地層形成を模した実験であり、適切ではない！ 	
  

３．地学教育に関わる論文で扱われている実験	


　 これまでの地学教育に関わる論文について、地層の学習を

主な目的として研究・開発された実験を調べたところ、タイプＡ，

Ｂ，Ｃの実験の他に、タイプＤ〜Ｍの実験に分類できた（下図）。	
  


